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＜病棟連絡事項＞
・本日【園芸で育てた野菜を活用した焼き野菜会】実施。
・B詰所のストッカー貸出中、庶務より月末までかかりそうとの話あり。
・今年度の学術のテーマは「精神科看護師が感じる倫理的葛藤」。午後のカンファレンスの時間の中で倫理カンファレンスの実施予定。各スタッフの個人ＢＯＸに評価シートとモヤモヤメモを配布しますので、各自で記載し準備をよろしくお願いします。9月1日～5日のカンファレンスにて実施します。前田の個人ＢＯＸまで提出。8月25日提出締め切り厳守。

・本日、避難訓練実施。

＜ベッドコントロール＞
・工藤　重孝様～日赤受診に合わせ東病棟への転出が必要の為、日程確認後に調整行っ
ていく。
・鳴瀬　裕之様～本日主治医、SGM付き添いにて北病棟見学。病棟移動拒否あり。
　　　　　　　　同環境での長期的な入院継続はできないため、今後地域移行に向けた支援・環境調整が必要となるため病棟移動が必要になることを本人へ通達していく。

・坂田　輝様～南病棟転出の調整中。
・東病棟の病床数次第で、45床以上での受け入れの可能性もあり。
　病床管理者やＳＧＭより指示があった際は受け入れしてください。

＜患者様連絡事項＞
・木村　光夫様～湿布処方頂く。　

・中山　真弓様～45→46号室へ居室変更。

・一戸　康明様～日赤病院整形外科より診情あり。次回室岡整形受診時持参するよう主治医より指示あり。

・藪　真弓様、山本　久美子様～それぞれIFオーダー処方頂いています。
・三浦　一秀様～他患者転倒に伴い右内踝ぶつけており、湿布処方頂く。本日外泊へ向かわれている。うつ病の疾病教育資料はお渡し済み。弟様へ外泊に向けての説明時、自宅への退院に向けて、自宅を一度見にきて、状況を把握して頂きたい、と話あり。入院前の生活からも、生活能力全般において低下あり、ヘルパーの導入も必要であれば考えたい、と。退院前訪問指導ということで訪問は可能であること説明し是非お願いしたいとのこと。また、訪問看護以外のサービス導入にあたり、早々にサービスが利用できるようにする為、連携室へも相談しまずは介護保険の申請からどうかとのご意見あり家族へ説明。申請に関しては、まだ少し様子を見るとのこと。訪問看護⇒1回/週、曜日時間帯しては無し（本人より）
・庭野　清隆様～低血糖時IFオーダーいただく。
・若松　邦生様～本人8/26に退院希望あり、最短での確認は8/25になる予定です。
・山下　誉晃様～明日老健白寿スタッフと面会予定。装具作成に西病院の受診(診断書の作成)が必要。佐々木義肢が受診調整後再度連絡をくれる予定。装具に関してはくじゅ職員様より出来れば、入院中にメディカルコート八戸西に受診して欲しいとのこと。入所後でも、受診対応出来なくはないが書類や送迎の関係で時間が余計にかかってしまうとの事。

また、現在の薬の残数と最近の血糖値、HbA1cの数値が分かるものが
出来れば来週中にはFAX欲しいとのこと。
・工藤　重孝様～日赤受診日について家族へ確認中。受診日に合わせ東病棟への転出が必要の為、日程確認後に調整行っていく。本日連絡するが不在。引き続き確認をお願いします。
＜要注目患者様ケース検討＞
・坂田　輝様～昨日転倒後、常時見守り必要であり落ち着き無さある為、当直医より体幹ベルト使用の許可あり。主治医へ転倒の件や体幹ベルト使用中であること情報提供し、検査確認。検査は不要で、安全に配慮し対応し、ベッド状況を見て他病棟への転出を調整するよう指示あり。食事摂取の低下に伴い主治医へ情報提供。水分摂取促し経過をみるよう指示あり。栄養課へも情報提供し、明日直悦本人へも聞き取りし、食事形態検討するとのこと。引き続き見守り介入行っていく。
・佐々木　理香様～不調の訴えないが、眼科受診の要求変わらずあり。昨日の話を繰り返し「今日今から行っても良いですか」と。Drの許可や紹介状がなければいけない事説明も理解できず。日課の取り組みに支障はない。引き続き精神症状の観察を行っていく。
・山内　貞子様～南病棟スタッフより連絡あり。46号室の患者様が机の上に立ち上がっている状況を発見し、溢頚未遂なのでは？と思ったとのことで駆けつけてくれ、本人に声掛けしてくれていたとのこと。本人曰くカーテンレールをつけようとしていたとのこと。改めて西病棟スタッフでも訪室。すでに布団を掛けて臥床しているが、声掛け。「なんですか？」と不機嫌な声色で返答あり。南病棟スタッフから詳細を聞いた事、心配でありこうして訪室していることをお伝えするも、不機嫌さ変わらず。主治医指示にて個室に単身ではなく多床室で経過見るよう指示あり。45号室より中山真由美様が46号室へ移動となる。
＜小柳Dｒ.患者様診察情報＞
・工藤　重孝様～うろうろさは変わりないこと、検査に対する執拗さがあることを情報提供を行っている。診察時：誰かに見られている気がする特定の患者に監視されているとしきりに訴えている。処方変更ありビペリデン塩酸塩錠１ｍｇ「アメル」 3 錠 クエチアピン錠１２．５ｍｇ「アメル」 3 錠 1日3回　毎食後　→9/2～開始 MRIの問診票は病棟側でチェックしてくださいとのこと次回面会は9/14予定。
＜高橋Dｒ.患者様診察情報＞
・井上　和美様～内服・指示変更なし。
ブロチゾラム（0.25）1T眠前→デエビゴ（2.5）1T眠前へ変更し定期処方となっている。
頓用デエビゴも処方あり、併用可も含め、週明けDrへ再確認予定。

＜病棟事業進捗情報＞
退院支援パス→サービスの調整や家族説明、必要なサービスが退院までに適切に検討され調整できるよう活用していきましょう、
園芸→本日収穫野菜の焼き野菜会実施し、途中退出者はいましたが問題なく実施できていた。次回開催に向けた土台としてもよい実績となりましたので、今後に活かしていく。
